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1 熟年層の居住ニーズ

熟年層の居住ニーズについて
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2 熟年層の居住ニーズ

年代 ５０～５４歳

1950~1954年生まれ
（S.25～29年）
（第1子）23～27歳
（親） 75～79歳

５５～５９歳

1945~1949年生まれ
（S.20～24年）
（第1子）28～32歳
（親） 80～84歳

６０～６９歳

1935~1944年生まれ
（S.10～19年）
（第1子）33～43歳
（親） 85～95歳

仕事と余暇

家族構成

（年齢設定の前提）
子は本人が27歳で誕生
親が26歳の時の生まれ

【子供】社会人になっているが、末子はまだ
就学中というケースが多く、教育費の負担も
まだ継続している。新居購入はファミリーで
の入居が前提だが、数年後には子供が出て行く
ことを見越して部屋数の少ないプランを選ん
だり将来のリフォームも視野に入れている。

【親】父親は亡くなり母親のみ健在という状況
が増えている。父母のいずれかが要介護状態に
なっている場合は、親の姿を見ながら自分たち
の高齢期についての意識が高くなっている。親
の近くに住んでいる人は様子見に出かけている

【子供】長子が結婚し早ければ孫の出産を経験
している人もいる。末子も就学を終えているため
これまでかかっていた教育費の負担から開放され
る。また子供の独立による夫婦二人の生活がスタ
ート、夫の定年退職と、生活環境や住まいに対す
る発想が変化するきっかけが様々に発生する。

【親】母親のみ状況が大半。徐々に体が老化して
おり、要介護・痴呆の状態もあり、親を引き取る
意思を持ちつつ家探しをする人もいる。実際介護
が始まるとしばらくして施設に入れる家庭が多い
と思われる。遺産相続する人も増え、これを自分
たちの住み替え資金に当てられる状況になる。

【子供】子供は独立・結婚し、夫婦二人の
生活を送っている。徐々に自分たちの体の衰
えが始まり、60代後半になるにつれて家の手
直し・住み替えは難しくなっていく。この頃
は自分たちの住宅よりは子供に住宅資金を提供
する傾向が強い。

【親】両方とも亡くなっているケースが多い。
自分が末子の場合、兄姉も亡くなる家庭も出
てきて、50代では兄弟や地縁のある郷里への
移住も考えたが、この時点では自分の住み慣
れた環境で継続的に暮らすことを考える。

【男性】・定年前で,ある程度の勝組みだと部長
か役員クラス。ただ50～55歳で役職定年を設定
している企業が多く、徐々に関連会社への出向
もスタートしている。転勤族や社宅族はこのタ
イミングで住宅購入するケースが多い。
・余暇は人によって様々。仕事のペースが安定
してきた40歳前後から趣味や付き合いの時間を
大切にする男性はいいバランスでON/OFFを使
い分けている。暖炉や囲炉裏のある別荘を持ち
たいという志向が高まるのもこの頃。ただ多く
は仕事中心の生活で休日は家で何もせずゆっく
りしている。

【女性】・フルタイムで仕事を持つ人は少ない
が得意分野を生かした仕事・ボランティア・習
い事をｱｸﾃｨﾌ゙ にこなしている。地域のネットワ
ークをしっかり持っているため、地元を離れた
くないので、経済的余裕があれば住まいをどこ
かに購入する場合は、今の家を持ち続けたいと
いう志向が強い。
・夫婦・友人とよく旅行に出かけるが、別荘は
管理が面倒で結局使わないと女性には人気薄。

【男性】・定年を迎える直前か選択性で定年を終
える年代。ようやく第二の人生をどう生きるか
を考え始める人が大半で、住まいについても現
状をリフォームしたり住み替えを考え始める。
親の遺産が入るなどして、金銭的に行動できる
ことがきっかけとなる。
・志向としては今住んでいる場所を拠点として
もう一軒を書斎部屋・都心のセカンドハウス・
田舎の別荘として持ちマルチハビテーションを
希望する。実際の行動は60代以降になりこの時
期はそれに向けての準備期間という感じ。

【女性】・夫が定年になって一緒に過ごす時間
は増えるが、自分のライフスタイルは既に確立
されているため50代前半とあまり変わらない。
・ただ夫の状況・親が亡くなることによる介護
からの開放、子供の結婚などにより、具体的に
住まいの環境を変える行動を起せる状況となり
準備や希望を色々考える。志向としては男性同
様マルチハビテーションに憧れる。

【男性】・50代後半に憧れたり準備してきた
ことを実現する時期。60代前半に住み替え・
リフォームなどを実行し後半は安定したシ
ニアライフを送っている。
・そろそろ体が動かなくなった時のために
養護老人ホームなどの情報について興味や
関心を持ち始める。子供との同居はあまり
考えていないが（女性より男性のほうはやや
期待感を持っているケースが多い）子供が
家を購入したり、まして自分たちの近くに
来てくれることに対しては資金的な援助を
惜しまない。

【女性】・夫と相談しながら住まいや暮らし
については検討・実現している状況。ただ
徐々に家事や家のメンテナンスが苦痛になり
始め、更年期以降は体調が変化して冷え性・
足腰の痛みなどから一戸建ての住まいよりも
マンション志向が高まっていく。

住宅取得のきっかけが生まれやすいのは５０代半ば以降
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3 熟年層の居住ニーズ

５０代以上の住宅（マンション）購入者が増加

50歳未満 50代以上

●凡例

1997年新築分譲マンション契約者

2001年新築分譲マンション契約者

90.0

74.3

10.0

25.7

シェアは拡大する可能性大

■新築マンション契約者のシェア推移（1997年契約者と2001年契約者：推計値）

2000
年
2001
年
2002
年
2003
年
2004
年
2005
年
2006
年
2007
年
2008
年
2009
年
2010
年
2011
年
2012
年
2013
年
2014
年
2015
年
2016
年
2017
年
2018
年
2019
年
2020
年

45～64歳全体 2.5 5.8 5.8 9.1 9.1 7.2 5.3 7.8 7.8 5.8 4.7 5.5 6.3 4.1 3.6 3.0 1.7 1.4 0.9 1.1 1.4
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■「終の住処」取得者増【推定】（45～64歳全体）　※都市基盤整備公団「終の住処調査」より

参考

2003,2004年がピーク
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4 熟年層の居住ニーズ

■年代別の購入経験（2001～2002年契約者）

住まいの購入は初めて 買い替え 買い増し ２次購入
計

●凡例 �

全体(n=11121) 16.3

２０代(n=1712) 1.7

３０～３４歳(n=3428) 3.7

３５～３９歳(n=2735) 11.2

４０～４４歳(n=1402) 25.3

４５～４９歳(n=747) 39.9

５０～５４歳(n=526) 55.1

５５～５９歳(n=238) 68.1

６０歳以上(n=297) 78.8

83.7

98.3

96.3

88.8

74.7

60.1

44.9

31.9

21.2

11.0

0.9

2.5

8.4

18.2

26.6

31.6

39.1

57.6

0.8

1.2

2.7

7.1

13.3

23.6

29.0

21.2

5.3

住まいの購入は初めて 買い替え 買い増し

●凡例

全体(n=1061)

２５００万円未満(n=67)

２５００～３０００万円未満(n=132)

３０００～３５００万円未満(n=190)

３５００～４０００万円未満(n=212)

４０００～４５００万円未満(n=143)

４５００～５０００万円未満(n=109)

５０００万円台(n=110)

６０００万円以上(n=87)

35.3

34.3

50.0

38.9

39.2

25.9

37.6

25.5

18.4

40.5

14.9

30.3

38.4

43.4

44.8

46.8

51.8

48.3

24.1

50.7

19.7

22.6

17.5

29.4

15.6

22.7

33.3

■５０代契約者における物件価格別購入経験

購入経験は２次取得者が中心。低価格物件を買い増しのマルチハビテーションも。

参考
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5 熟年層の居住ニーズ

■年代別の同居人数（2001～2002年契約者）

１人 ２人 ３人 ４人 ５人 ２人以下
計

●凡例 �

全体(n=11383) 50.0

２０代(n=1743) 67.8

３０～３４歳(n=3507) 54.5

３５～３９歳(n=2805) 45.3

４０～４４歳(n=1429) 36.9

４５～４９歳(n=767) 31.8

５０～５４歳(n=544) 35.1

５５～５９歳(n=247) 54.3

６０歳以上(n=311) 68.8

11.8

9.7

11.6

13.4

12.5

11.3

9.4

11.7

12.9

38.2

58.1

42.9

31.9

24.5

20.5

25.7

42.5

55.9

25.6

30.0

26.7

22.2

21.9

25.6

24.3

23.5

19.8

5.8

13.8

24.0

34.1

36.4

30.5

17.8

6.4

3.7

0.7

1.6

4.0

6.8

9.9

8.8

3.6

1.3

26.5

同居人数は５０代半ばでファミリーから２人世帯にスイッチ
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6 熟年層の居住ニーズ

■年代別購入動機・理由（2001～2002年契約者）

調査数

老後の
安心の
ため、
住まい
を持ち
たいと
思った
から

住宅価
格が安
くなり
買い時
だと
思った
から

もっと
生活に
便利な
ところ
に住み
たかっ
たから

もっと
新しい
家に住
みた
かった
から

もっと
広い家
に住み
たかっ
たから

もっと
駅に近
いとこ
ろに住
みた
かった
から

金利が
低く買
い時だ
と思っ
たから

子供や
家族の
ため、
家を持
ちたい
と思っ
たから

現在の
住居費
が高く
てもっ
たいな
いから

もっと
通勤に
便利な
ところ
に住み
たかっ
たから

もっと
自然環
境が良
いとこ
ろに住
みた
かった
から

資産を
持ちた
い、資
産とし
て有利
だと
思った
から

仕事の
理由で
住み替
えの必
要に迫
られた
から

まと
まった
お金が
手に
入った
から

税制が
有利で
買い時
だと
思った
から

親の関
係で住
み替え
の必要
に迫ら
れたか
ら

持ち家
のほう
が自由
に使え
て気兼
ねがな
いから

当然、
自分の
家は持
つべき
だから

購入す
る特別
な理由
はな
かった

持ち家
のほう
が住宅
の質が
良いか
ら

もっと
教育環
境が良
いとこ
ろに住
みた
かった
から

持ち家
のほう
が社会
的信用
がある
から

その他 無回答

全体 11480 11.9 27.4 10.8 10.4 32.8 8.2 31.6 32.6 29.1 11.7 6.3 8.7 4.1 2.1 11.8 4.1 7.9 5.5 1.8 9.9 3.4 1.7 11.4 0.2

５０歳未満 10321 10.3 27.5 9.4 9.0 34.3 7.1 33.3 34.4 30.9 11.7 6.0 8.8 3.8 1.6 12.5 3.8 8.1 5.7 1.7 10.7 3.7 1.8 10.7 0.1

５０歳以上 1120 26.6 26.4 23.7 22.9 19.1 18.8 16.5 16.3 13.4 12.1 9.1 7.8 7.6 7.0 6.3 6.3 6.0 3.4 3.0 2.5 0.8 0.7 18.1 0.8

２０代 1750 5.8 27.4 7.8 7.0 25.5 6.7 38.9 35.0 39.4 10.8 4.2 11.4 2.5 1.8 13.2 3.5 10.1 6.6 1.5 12.0 1.8 1.8 10.3 0.3

３０～３４歳 3529 8.0 26.9 8.8 7.5 33.2 6.3 36.0 36.4 35.5 11.1 6.7 9.8 2.6 1.3 12.2 2.7 8.2 6.1 1.9 12.3 3.0 1.9 9.9 0.1

３５～３９歳 2825 12.0 27.0 9.1 8.5 39.2 5.6 31.0 34.8 27.8 12.3 6.5 7.5 3.9 1.4 12.4 4.0 7.8 5.5 1.6 10.9 4.7 1.7 11.3 0.1

４０～４４歳 1443 12.5 30.5 11.6 11.6 37.7 9.9 29.2 32.8 22.6 12.3 5.3 6.0 5.5 1.5 12.5 4.9 6.7 4.9 1.9 7.6 6.2 1.9 11.1 0.1

４５～４９歳 774 20.0 26.5 13.3 17.2 35.4 11.6 23.4 25.8 16.9 13.4 6.7 8.7 8.1 3.4 12.5 7.2 5.9 4.3 1.4 5.0 3.1 1.6 11.6 0.1
５０～５４歳 549 21.9 29.0 16.6 17.9 24.8 14.2 22.8 21.7 15.1 15.5 6.0 8.7 7.8 6.7 9.3 6.6 8.0 4.2 2.2 3.1 1.3 0.7 14.0 0.4

５５～５９歳 253 31.6 31.2 22.1 25.7 14.6 14.2 15.4 11.1 16.2 12.6 12.3 5.9 10.3 5.1 6.7 4.7 4.7 4.3 4.3 2.0 0.4 0.8 19.4 0.8

６０歳以上 318 30.8 18.2 37.1 29.6 12.9 30.5 6.6 11.0 8.2 5.7 11.9 7.5 5.0 8.8 0.9 6.9 3.5 1.3 3.5 1.9 0.3 0.6 24.2 1.6

0

5

10

15

20

25

30

35

40

５０歳未満 ５０歳以上

購入の動機は明確なきっかけというより「もっと～したい」という希望
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7 熟年層の居住ニーズ

■新築マンション購入エリア別　５０代以上購入者シェア（2001～2002年契約者）

５０歳未満 ５０歳以上

うち都心８区(n=1034) 千代田・中央・港・新宿・
渋谷・品川・目黒・文京

うち都心３区(n=360) 千代田・中央・港

神奈川(n=3305)

埼玉(n=1134)

千葉(n=1651)

全体(n=11441)

●凡例

東京２３区(n=4089)

東京都下(n=1262)

74.3

71.8

67.5

59.2

74.0

75.8

79.6

74.2

25.7

28.2

32.5

40.8

26.0

24.2

20.4

25.8

■エリア間移動状況（全体） ■エリア間移動者の各エリアの流出入状況（全体）

（％） （％）
エリア内（東
京23区内／
東京都下内
／神奈川県
内／埼玉県
内／千葉県
内）移動者

左記エリア間
移動者

東京23区
の流出入

東京都下
の流出入

神奈川県
の流出入

埼玉県
の流出入

千葉県
の流出入

２０代 73.7 26.3 ２０代 ＋1.3 ▲0.2 ＋2.1 ▲0.8 ▲1.3

３０～３４歳 74.7 25.3 ３０～３４歳 ＋2.1 ▲0.2 ▲0.6 ▲0.0 ▲0.3
３５～３９歳 75.2 24.8 ３５～３９歳 ＋2.5 ＋1.5 ▲0.9 ▲1.4 ▲0.6

４０～４４歳 74.3 25.7 ４０～４４歳 ＋3.7 ＋1.4 ＋0.5 ▲1.8 ▲1.0

４５～４９歳 77.7 22.3 ４５～４９歳 ＋5.1 ▲1.5 ＋2.1 ＋0.2 ▲2.6
５０～５４歳 73.1 26.9 ５０～５４歳 ＋5.0 ▲1.6 ＋1.3 ▲0.6 ▲0.9

５５～５９歳 62.1 37.9 ５５～５９歳 ＋7.8 ▲1.3 ＋0.7 ▲0.7 ―
６０歳以上 71.6 28.4 ６０歳以上 ＋6.6 ▲0.5 ▲1.1 ▲1.6 ―

※5.0％以上に網掛け

５０代以上は他世代よりも都心回帰傾向
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8 熟年層の居住ニーズ

　※（株）リクルート住宅情報　　　　　　　　　　
　「50代以上女性の暮らしに関する調査」より

回答％

趣味を通しての友人・知人との付き合いが多い 66.0

多忙だと感じている 64.9

平日も何かしら外出していることが多い 61.1

デパートの地下食品売り場でよく買い物をする 59.9

学生時代の友人・知人との付き合いが多い 53.8

自分で車を運転している 52.0

配偶者とよく一緒に旅行をしている 51.8

配偶者とよく一緒にショッピングを楽しんでいる 50.6

娘とよく一緒にショッピングを楽しんでいる 47.4

配偶者とよく一緒に遊んでいる 45.3

自分が勤めている（いた）会社の同僚と付き合いが多い 41.7

近所の人との付き合いが多い 39.7

普通の旅行では物足らなく感じるようになった 36.9

演劇や歌舞伎などの鑑賞によく行く 35.6

シティホテルなどのランチによく行く 35.2

スポーツを通しての友人・知人との付き合いが多い 34.4

携帯電話でよくメールのやり取りをしている 33.3

子供の小学生時代の母親同士の付き合いが多い 32.4

娘とよく一緒に遊んでいる 32.4

カルチャーセンターによく通っている 30.8

家族全員でよく一緒に旅行をしている 30.0

娘とよく一緒に旅行をしている 28.3

娘とよく着回しをしている 27.9

子供の幼稚園・保育園時代の母親同士の付き合いが多い 25.5

子供の中学生時代以降の母親同士の付き合いが多い 24.7

家族全員でよく一緒に遊んでいる 23.5

家族全員でよく一緒にショッピングを楽しんでいる 21.1

配偶者の勤めている（いた）会社の人と付き合いが多い 19.8

息子とよく一緒にショッピングを楽しんでいる 10.5

息子とよく一緒に遊んでいる 7.7

息子とよく一緒に旅行をしている 7.3

他人と話すときは、配偶者のことを「カレ」と呼んでいる 6.0

66.0

64.9

61.1

59.9

53.8

52.0

51.8

50.6

47.4

45.3

41.7

39.7

36.9

35.6

35.2

34.4

33.3

32.4

32.4

30.8

30.0

28.3

27.9

25.5

24.7

23.5

21.1

19.8

10.5

7.7

7.3

6.0

0 20 40 60 80■５０代以上女性の生活行動実態（全体）

５０代以上の女性の生活は実にアクティブ
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9 熟年層の居住ニーズ

■住宅購入等検討状況（全体）

住宅購入・リフォーム等を
検討している、いつかは検討したい

住宅購入・リフォーム等は
全く考えていない

●凡例

全体(n=557) 38.1 61.9

■検討住宅種別（住宅購入等検討者のみ）

調査数

新築分
譲マン
ション

中古マ
ンション

新築分
譲一戸
建て

中古一
戸建て

土地を
購入し
て注文
住宅を
建築

現在の
家の立
て替え
（建て増
し）／リ
フォーム

別荘・リ
ゾート物
件
その他

住宅関心者 212 31.6 12.6 16.2 6.5 7.7 21.1 7.7 4.0

31.6

12.6
16.2

6.5 7.7

21.1

7.7
4.0

0

10

20

30

40

５０代以上女性の４割が住宅購入・リフォーム検討予備軍

　※（株）リクルート住宅情報　　　　　　　　　　
　「50代以上女性の暮らしに関する調査」より
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10 熟年層の居住ニーズ

都心で
暮らした
い

ムダを
楽しん
で暮らし
たい

グレード
感のあ
る家に
住みた
い

グレード
感のあ
る地域
で暮らし
たい

活気あ
る環境
の中で
暮らした
い

いつも
ペットと
暮らした
い

できれ
ば自分
の親に
は近くに
いてほ
しい

ワンラン
ク上の
暮らしを
したい

昔から
の地域
の友達
とは離
れたくな
い

家で仕
事
（SOHO
をしたい

配偶者
とは、な
るべく一
緒にや
りたいこ
とをした
い

自分の
経験や
能力を
他の人
や社会
に広く還
元した
い

都会と
田舎を
住み分
ける暮
らしをし
たい

その日
の気分
で雰囲
気を変
えられ
るような
暮らしを
したい

ホーム
パー
ティーを
楽しみ
たい

自分で
は何も
しなくて
済むホ
テルライ
クな暮ら
しをした
い

和テイ
ストに溢
れたス
タイル
の生活
をしたい

少しず
つ自分
で手を
入れて
作り上
げていく
ような暮
らしをし
たい

ヨーロピ
アンテイ
ストが
似合う
生活を
したい

モノに溢
れた豊
かな生
活をし
たい

主にご
近所の
人たち
との交
流を重
視した
い

自宅の
他に隠
れ家的
な場所
を持つ
暮らしを
したい

他人と
の微差
を楽し
む暮らし

他人と
は大きく
違った
暮らし

山の自
然の中
で暮らし
たい

アメリカ
ンスタイ
ルの生
活をし
たい

南の島
のホテ
ルのよ
うなテイ
ストの
生活を
したい

海の自
然の中
で暮らし
たい

隠遁生
活的な
暮らしを
したい

全体 39.3 38.1 38.1 36.8 36.4 34.0 33.2 32.8 30.0 30.0 27.9 24.7 23.5 23.5 21.5 19.4 19.4 19.4 19.0 17.8 17.0 13.8 13.4 12.6 12.1 11.7 10.1 9.7 8.9

マニア要素が多いゾーン
（20～40％）

超マニアックゾーン
（20％未満）
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80

90

100

健康に
暮らした
い

防犯面
で安全
に暮らし
たい

バリアフ
リーなど
家の中
で怪我
なく安全
に暮らし
たい

自然・季
節を感
じられる
暮らし
がした
い

維持管
理・メン
テナン
スのし
やすい
家で暮
らしたい

家は世
界で一
番「やす
らぐ」と
ころであ
りたい

子供の
世話に
ならず
に暮らし
たい

肩の力
がスッと
抜けた
自然体
の暮ら
しをした
い

シンプ
ルに暮
らしたい

自分の
時間を
大切に
したい
ので、
家事は
なるべく
省力化
したい

自分サ
イズの
暮らしを
したい

配偶者
とは、い
い距離
感でそ
れぞれ
のやり
たいこと
をしたい

環境を
配慮し
た暮らし
をしたい

都心に
も自然
にも近
いところ
で暮らし
たい

これか
らは、自
分を磨く
ための
時間を
大切に
したい

静かな
環境の
中で暮
らしたい

子供の
みなら
ず、家
族が成
長して
いける
暮らしを
したい

自分の
パーソ
ナルな
趣味に
没頭し
たい

いつも
文化や
教養に
触れて
いたい

本物志
向の暮
らしをし
たい

家族の
プライ
ベートを
重視し
た暮らし
をしたい

観葉植
物を楽
しみた
い

主に趣
味の合
う人たち
との交
流を重
視した
い

家族の
オープ
ンな暮
らしをし
たい

ガーデ
ニング
を楽し
みたい

好きな
モノだけ
に囲ま
れて暮
らしたい

できれ
ば子供
には近く
にいて
ほしい

全体 87.0 86.6 78.5 75.7 74.9 74.1 73.7 73.3 72.9 66.0 62.8 60.7 59.1 57.9 57.9 55.5 54.7 52.6 52.6 49.4 47.8 44.9 44.9 42.9 42.1 42.1 41.7

注目度高い・差別化要素が多いゾーン
（60～80％）

当たり前
（80％以上）

これから注目度ＵＰ・先取り要素が多いゾーン
（40～60％）
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健康・安心はあたりまえ。シンプルライフ・自分を磨くetc･･様々な暮らしのニーズ

■５０代以上女性がこれから「したい暮らし」
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11 熟年層の居住ニーズ

■一戸建て‥68％ ■マンション‥32％

ファミリー層・子を扶養中ファミリー層・子を扶養中 子離れスタート層子離れスタート層 子離れ・リタイア層子離れ・リタイア層

2000年　　　　　現在　　　　　　　2005年　　　　　　　　　　　　　　　　　2010年　　　　　　　　　　　　　　　　2015年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

65歳

シングル・DINKSシングル・DINKS 出産・子育て出産・子育て

50歳

40歳35歳

60歳

■持ち家率‥76％ （首都圏）

団塊世代団塊世代 55歳

団塊ジュニア団塊ジュニア 30歳

　　　■友達夫婦・友達親子
　　　■パラサイト
　　　■親子の近居
※独身のうちは同居、別居にかかわらず、親の家
を拠点にして、やや距離をおいて行動する。結婚し
たら近距離に自分の拠点を移し、対等でゆるやか
な親子関係を結ぶ。

　　　■友達夫婦・友達親子
　　　■パラサイト
　　　■親子の近居
※独身のうちは同居、別居にかかわらず、親の家
を拠点にして、やや距離をおいて行動する。結婚し
たら近距離に自分の拠点を移し、対等でゆるやか
な親子関係を結ぶ。

25歳

※電通総研調査

ジュニアの未婚率
■男性‥70％
■女性‥54％

■持ち家率‥8％（首都圏）

■子ども
　‥2.06人

■子ども
　‥1.39人

１．新しいことはいいことだ　
２．ずっと青春でありたい　　　　

３．とりあえず行動する　　　　　　
４．主張は曲げない　　　　　　　　

５．同世代に連帯感　　　　　　　
６．環境に責任を感じている　　

７．友達親子でいたい　　　　　　
８．男女は対等だと思う　　

　　　　　　　（財）ハイライフ研究所しらべ

団
塊
の
世
代
の
意
識

団
塊
の
世
代
の
意
識

１．現状に不満はない　　　

２．等身大の自分でいたい　　　
３．あまり行動力はない　　　　　

４．気分で判断する　　　　　　　　
５．仲間内で淡白な交流　　　　

６．環境をそれなりに意識する　
７．親とは友達関係がいい　　　

８．性差の意識が薄い　
　　　　　　（財）ハイライフ研究所しらべ

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
意
識

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
意
識

団塊世代と団塊ジュニアの特性　～　友達夫婦は友達親子をつくり、親子世帯で一緒に行動
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12 熟年層の居住ニーズ

団塊の世代

■1947～1951年生まれ
1100万人の最多世代が
時代をリードした。

※地方から都市に出て、
30代に自力で都市郊外
でマイホームを購入。

■現在、51～55才　　
子育て、住宅ローンも
終わりが近づき、貯
蓄も十分。

※第2の人生を夫婦
で満喫する目前。

団塊ジュニア

■1971～1974年生まれ
現在、28～31才。結婚期。
親との同居から独立。

※何不自由無く、モノに
囲まれて育ち、親と共同
消費するパラサイト世代。

■「都心回帰」。　　
タワーマンションetc
で都会生活をエン
ジョイ。

※郊外の持ち家は
そのまで2重生活も。

■都心のオフィスに
通う、DINKSは都内
で住宅購入・

※結婚を期に、親が
頭金を援助。賃貸よ
り持ち家の住宅ロー
ンが安いため。

■親の家のある地元
で住宅購入。

※同居はしないが、
奥さんの親元に近居。
持ち家志向は強い。

都心郊外 ■築年数がたちリフォー
ムニーズは高まる。

■買い換えに伴う売却
や賃貸化のニーズも。

＜

＜リフォーム・建て替え＞
＜売却・賃貸化＞
＜郊外駅近マンション＞

＜都心マンション＞

＜郊外一戸建て＞
＜マンション＞

＜将来住みたい住宅＞

①戸建て住宅　　　　　　　　　（73％）
②分譲マンション　　　　　　　（19％）
③賃貸マンション・アパート　（5％）

　　　　　　※矢野経済研究所しらべ

＜現在住んでいる住宅＞

①賃貸マンション　　　（38％）
②戸建て住宅　　　　　（36％）
③分譲マンション　　　（13％）
④社宅・寮　　　　　　　　（８％）

9%

10%

62%

16%
3%

同じ家で
同居したい

二世帯住宅で
同居したい

同居ではなく近く
に住みたい

離れたところに
別々に住みたい

その他

親に質問＜子どもの結婚後の同居について＞

※団塊家族Web調査

子に質問＜親の老後の面倒はどうするか？＞

元気なうちから自宅
で面倒を見るつもり19%

29%32%

5%

9% 3%
3%

体が弱ったら自
宅で面倒を見る
つもり

体が弱ったら通って
面倒を見るつもり

通施設に入れ
て面倒を見る
つもり

兄弟が面倒を見る
と思う

面倒を見るつもりは無い

団塊世代と団塊ジュニアの住宅ニーズが大きいトレンドに


